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現代座レポート　№ 74

◆
山
下
弘
文
さ
ん
と
の
出
逢
い
か
ら

　

現
代
座
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
始
め
て
20
年
が

過
ぎ
た
。
き
っ
か
け
は
次
の
よ
う
な
事
情
か

ら
だ
っ
た
。

　

１
９
６
５
年
創
立
の
職
業
劇
団
・
統
一
劇

場
は
18
年
目
に
「
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
」、

「
劇
団 

希
望
舞
台
」
が
分
離
独
立
し
て
、残
っ

た
部
分
が
「
現
代
座
」
に
な
っ
た
。
ほ
と
ん

ど
が
創
立
メ
ン
バ
ー
で
家
族
持
ち
が
多
く
、

創
立
33
年
目
に
は
生
活
的
に
も
職
業
的
に
も

全
国
活
動
は
限
界
で
、
１
９
９
７
年
12
月

の
総
会
で
解
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
家
族
の
た

め
に
新
し
い
生
活
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
解
散
後
の
法
的
事
務
や
活
動
記
録
の
整

理
は
木
村
が
残
っ
て
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
。

　

年
が
明
け
て
98
年
１
月
、
突
然
「
諫
早
干

潟
緊
急
救
済
本
部
」
代
表
の
山
下
弘
文
さ
ん

が
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。

　
「
先
日
、
神
戸
震
災
を
扱
っ
た
現
代
座
の

『
絆
を
つ
く
る
町
』
を
拝
見
し
て
感
動
し
ま

し
た
。
私
は
諫
早
湾
水
門
閉
鎖
に
反
対
す
る

活
動
に
取
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
多

く
の
人
に
諫
早
干
潟
の
危
機
を
理
解
し
て
貰

う
た
め
に
、『
絆
を
つ
く
る
町
』
の
よ
う
な

芝
居
を
創
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
言
わ
れ
る
。

　

諫
早
湾
堤
防
の
閉
め
切
り
は
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
私
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
が
、
劇
団
の
解
散
は

決
ま
っ
て
い
た
し
、「
劇
団
メ

ン
バ
ー
は
次
の
生
活
の
準
備

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
」
と

辞
退
し
た
が
、
彼
は
た
め
息

を
つ
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　
「
私
は
多
く
の
方
々
に
『
い

ま
水
門
を
閉
め
て
し
ま
う
と
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な

る
』
と
話
し
て
歩
い
て
る
の
で

す
が
、
言
葉
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
あ
な
た
た
ち
の
芝
居
を

見
た
と
き
、
言
葉
で
は
伝
え
ら

れ
な
い
、
体
験
そ
の
も
の
が
身

体
の
中
に
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。
も
う
本
当
に
お
芝
居
は
や

ら
れ
な
い
の
で
す
か
」

◆
『
虹
の
立
つ
海
』

　

彼
の
気
落
ち
し
た
姿
を
見

て
、「
劇
団
は
解
散
し
た
け
ど
、

せ
め
て
私
が
個
人
と
し
て
お
手

伝
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　

彼
は
戦
前
の
中
国
生
ま
れ
で
、
私
と
同
じ

国
民
学
校
引
揚
げ
世
代
だ
っ
た
。
戦
後
世
代

に
は
通
じ
な
い
苦
労
話
に
花
が
咲
き
、「
私

ら
は
ど
う
も
気
が
つ
く
と
、
い
つ
も
損
な
役

回
り
だ
ネ
」
と
笑
い
合
う
う
ち
に
、
た
と
え

成
算
が
な
く
て
も
彼
の
仕
事
を
手
伝
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

　

私
は
さ
っ
そ
く
諫
早
湾
に
面
し
た
山
下
氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
座
の
20
年

思
い
が
け
な
い
活
動
の
始
ま
り

木
村　

快

　

干
潟
に
立
つ
山
下 

弘
文
さ
ん

の
研
究
所
を
た
ず
ね
、
諫
早

干
潟
の
実
態
調
査
に
入
っ
た
。

山
下
氏
の
危
機
感
は
、
単
な
る

漁
業
問
題
で
は
な
く
、
生
態
系

の
変
化
に
よ
る
地
球
環
境
の

変
化
だ
っ
た
。

　

干
潟
を
案
内
さ
れ
て
い
る

と
き
、
魚
や
貝
の
死
骸
が
散
ら

ば
る
干
潟
の
彼
方
に
、
な
ぜ

か
う
っ
す
ら
と
虹
が
立
っ
て

い
た
。
思
わ
ず
、「
虹
の
立
つ

海
を
め
ざ
す
よ
う
な
芝
居
に

な
る
と
い
い
な
」
と
言
っ
て
し

ま
っ
た
。

「
必
ず
そ
う
し
ま
す
よ
」
と
山

下
さ
ん
は
虹
を
眺
め
て
い
た
。

　

半
年
ば
か
り
か
け
て
登
場

人
物
を
５
人
に
絞
り
、
元
劇
団

員
の
愛
田
巡
也
さ
ん
、
今
村
純

二
さ
ん
ら
の
協
力
で
、
細
々
と

上
演
を
始
め
て
み
た
。
こ
れ
が

思
い
が
け
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

の
始
ま
り
で
、
全
国
１
７
５
自

治
体
で
の
上
演
が
実
現
し
た
。

◆
地
球
の
ヒ
ー
ロ
ー

   

取
材
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
１
９
９
８
年

４
月
、
山
下
氏
は
世
界
的
な
環
境
保
護
活
動

家
に
贈
ら
れ
る
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
環
境
賞
を
受

賞
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
で
は
環
境
保
護

に
貢
献
し
た
「
地
球
の
ヒ
ー
ロ
ー
10
人
」
の

１
人
に
も
選
ば
れ
た
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
か

ら
と
い
う
２
０
０
０
年
７
月
に
亡
く
な
ら
れ

た
。（
享
年
76
歳
）



2018 年 5 月 1 日発行                          　(2)

　

諫
早
湾
か
ら
は
じ
ま
っ
て

◆
『
虹
の
立
つ
海
』  

175
自
治
体
公
演

　
　

１
９
９
８
年
～
２
０
０
４
年

　

前
述
（
１
頁
）
の
通
り
、
急
ご
し
ら
え
の
公

演
は
心
配
だ
っ
た
が
、
真
っ
先
に
支
援
を
表
明

し
て
く
れ
た
北
海
道
八
雲
町
の
青
年
た
ち
の
協

力
で
北
海
道
の
活
動
か
ら
始
め
た
。

◆
赤
平
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
虹
に
向
か
っ
て
』

　

２
０
０
２
年　

赤
平
市
内
３
地
区 

４
公
演

　

２
０
０
３
年　

世
界
鉱
山
会
議　

 

１
公
演

　

北
海
道
赤
平
市
の
高
齢
者
か
ら
子
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
指
導
を
頼
ま
れ
る
。
炭
鉱
都

市
と
し
て
知
ら
れ
た
赤
平
市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
転
換
で
炭
鉱
が
な
く
な
り
、
６
万
の
人
口

は
半
減
。
高
齢
者
ば
か
り
の
街
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
。

　

か
つ
て
赤
平
は
何
度
も
巡
演
し
た
街
な
の
で

２
０
０
１
年
か
ら
３
年
間
、
事
務
所
を
赤
平
市

に
置
き
、
作
曲
家
の
岡
田
京
子
さ
ん
に
も
手

伝
っ
て
貰
っ
て
取
り
組
む
。
半
年
間
、
観
客
の

心
が
一
体
化
す
る
「
劇
場
」
の
勉
強
会
を
続
け
、

街
の
歴
史
を
見
直
す
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
と

炭
鉱
施
設
や
炭
鉱
住
宅
の
跡
を
探
検
す
る
。

　

未
経
験
者
ば
か
り
で
合
唱
曲
を
つ
く
り
、
舞

台
装
置
を
作
り
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の
体

育
館
に
集
ま
っ
て
稽
古
を
し
た
。
若
者
不
在
の

街
で
大
人
と
子
ど
も
併
せ
て
50
人
の
大
舞
台
を

赤
平
３
地
区
で
４
ス
テ
ー
ジ
上
演
。
２
０
０
０

人
の
市
民
が
感
激
を
共
に
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
翌
２
０
０
３
年
に
も
赤
平
市
で

開
催
さ
れ
た
世
界
鉱
山
会
議
で
上
演
さ
れ
、
世

界
中
か
ら
や
っ
て
き
た
鉱
山
関
係
者
か
ら
炭
鉱

の
文
化
遺
産
と
し
て
賞
賛
さ
れ
た
。

　

置
き
去
り
に
さ
れ
た
人
々
を

◆
『
約
束
の
水
』　

69 

自
治
体
公
演

　

２
０
０
４
年
～
０
９
年

　

北
海
道
や
長
野
県
に
は
戦
後
引
揚
者
の
た
め

の
緊
急
開
拓
地
の
跡
が
各
地
に
残
っ
て
い
た
。

関
係
者
を
訪
ね
歩
き
、
高
度
経
済
成
長
の
裏
側

で
生
産
性
の
低
い
開
拓
村
が
次
々
と
切
り
捨
て

ら
れ
て
い
く
様
子
を
取
材
し
て
歩
い
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
祖
母
の
故
郷
を
訪
ね
て
き
た

日
系
人
女
性
が
、
廃
墟
の
な
か
で
一
人
暮
ら
し

す
る
老
人
と
出
会
う
話
と
し
て
ま
と
め
た
。

◆
『
遠
い
空
の
下
の
故
郷
』　

　
　
　

～
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
生
き
て
～

　

２
０
０
４
年
～
継
続
中
。　

　

２
０
０
１
年
、
熊
本
地
裁
で
ハ
ン
セ
ン
病
違

憲
訴
訟
の
判
決
が
出
た
。
小
泉
首
相
が
謝
罪
す

る
な
ど
、
日
本
近
代
史
か
ら
抹
殺
さ
れ
て
い
た

人
々
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

医
療
誌
『
い
つ
で
も
元
気
』
か
ら
１
年
間
の

連
載
を
頼
ま
れ
、
熊
本･

鹿
児
島
の
療
養
所
で

入
所
者
と
友
達
に
な
り
、
連
載
記
事
を
書
い
た
。

　

体
験
者
の
声
を
語
り
継
ぎ
た
い
と
思
い
、
二

人
の
女
性
の
人
生
を
『
遠
い
空
の
下
の
故
郷
』

と
し
て
語
り
物
に
ま
と
め
、
３
人
以
上
の
集
会

で
声
が
か
か
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
飛
ん
で
行
く

「
小
さ
な
心
の
劇
場
」
を
現
在
も
続
け
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
20
年
・
試
行
錯
誤
の
連
続　
木
村 

快

立ち入り禁止の埋め立て工事
現場に入り込み、黙って笛を
吹く老人がいた。町の人や息
子夫婦がなんとか街へ引き戻
そうとする日がつづく。

赤平市民ミュージカル『虹に向かって』
戦後は国を支える力だと賞賛された人々が、炭鉱の消
滅で散りぢりになっていった。「見知らぬ町で疲れた
ら帰っておいで。ここは昔のように仲間の街だよ」 

『蒼い空 ･ 友の呼ぶ声』 2011 年。

　『約束の水』　日系人ミツコの祖母は故郷の「約束
の水」と呼ばれる泉を夢見て死んだ。祖母の故郷は
廃村になっていたが、ミツコはそこで暮らす１人の老
人と泉を探す。泉を見た老人は思い出す。その泉は
ブラジル移民、満州移民の歴史を語る遺跡だった。

　【江見俊太郎】　学徒出身の特攻隊員だったが、飛び立つ数日前に敗戦とな
る。戦後、東宝映画に入社し、数々の名作に出演。テレビでは『眠狂四郎無頼控』

（1957 年）で広く知られる。日本俳優連合・芸団協・芸術文化振興連絡会議
議長などを歴任。俳優の権利向上・生活向上に尽力された。　『蒼い空』は平
成 11 年度厚生省中央児童福祉審議会推薦文化財作品。

江見俊太郎さん（1999 年）

地震が起こり、老人と息子夫婦は洞窟に
避難するが、洞窟を抜けるとそこは 50
年後の環境が破壊された世界だった。町
は消え失せ、人々は食糧の欠乏と、病い
に苦しんでいたが、１人の少女が人々の
ための薬草を探していた。頑張れ !

　『虹の立つ海』
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戦
争
体
験
者
の
願
い
を

◆
『
朗
読
劇
・
熱
い
風
』
２
０
０
７
年 

８
回

　

１
９
８
０
年
代
か
ら
俳
優
と
し
て
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
た
左
右
田
一
平
さ
ん

が
病
気
で
倒
れ
た
。
彼
を
励
ま
す
た
め
に
、
彼

の
主
演
で
残
留
日
本
兵
を
描
い
た
『
熱
い
風
』

を
朗
読
劇
に
再
構
成
。
残
念
な
が
ら
こ
の
舞
台

が
左
右
田
一
平
の
最
後
の
舞
台
と
な
る
。

◆
『
蒼
い
空
・
友
の
呼
ぶ
声
』

　
　
　
　
　

２
０
１
１
～
１
３
年 

21
公
演

　

１
９
９
７
年
に
映
画
俳
優
と
し
て
著
名
な
江

見
俊
太
郎
さ
ん
か
ら
自
ら
の
特
攻
隊
員
の
体
験

と
反
省
の
劇
化
を
頼
ま
れ
、
森
繁
久
彌
さ
ん
も

声
の
出
演
で
協
力
さ
れ
、『
蒼
い
空
』
を
制
作
。

「
平
和
と
は
何
か
」、
自
分
探
し
の
旅
に
出
る
老

人
の
ド
ラ
マ
を
３
人
の
俳
優
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
演
を
続
け
て
お
ら
れ
た
。
江
見
さ
ん
は
現
代

座
の
協
賛
会
員
に
な
っ
て
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ

た
が
、
２
０
０
３
年
11
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

 

江
見
さ
ん
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
継
ぎ
、『
蒼
い
空
・

友
の
呼
ぶ
声
』
と
し
て
再
構
成
、
現
代
座
メ
ン

バ
ー
で
巡
演
。

　

常
に
劇
場
の
原
点
を
求
め
て

　

現
代
座
会
館
で
は
観
客
全
体
が
一
体
的
に
共

感
で
き
る
小
劇
場
を
増
設
し
、
小
作
品
も
上
演
。

◆
『
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
』
２
０
０
５
年　

 

◆
『
小
さ
な
カ
フ
ェ
で
』
２
０
０
７
年 

◆
『
も
く
れ
ん
の
う
た
』
２
０
０
８
年
（
地
下
ホ
ー
ル
）

◆
『
わ
す
れ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
』
２
０
０
８
年

◆
『
こ
こ
は
幸
せ
ゼ
ロ
番
地
』
２
０
１
０
年

◆
『
出
会
い
の
街
』
２
０
１
３
年
（
地
下
ホ
ー
ル
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
協
同
の
夢
を
求
め
て

◆
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
大
正
時
代
に
誕
生
し
た
日
本

人
の
ア
リ
ア
ン
サ
協
同
組
合
移
住
地
が
現
在
も

存
在
す
る
。
だ
が
、
日
本
政
府
特
有
の
公
文
書

廃
棄
に
よ
っ
て
公
的
移
民
史
か
ら
歴
史
を
抹
消

さ
れ
た
。
１
９
９
４
年
以
来
、
ア
リ
ア
ン
サ
と

協
同
で
戦
前
関
係
者
の
聞
き
取
り
、
外
務
省
資

料
館
か
ら
の
資
料
発
掘
を
続
け
、
２
０
１
３
年

『
共
生
の
大
地
ア
リ
ア
ン
サ
』
を
発
行
で
き
た
。

　

地
元
の
歴
史
を
見
直
す

◆
『
小
金
井
小
次
郎
』
２
０
１
０
年 

８
公
演
。

　

幕
末
の
混
乱
期
、
小
金
井
生
ま
れ
の
小
次
郎

は
侠
客
の
道
を
歩
み
、
幕
府
に
よ
っ
て
三
宅
島

に
流
さ
れ
る
。
小
次
郎
は
水
不
足
に
泣
く
三
宅

島
の
現
実
を
知
り
、
流
罪
人
と
島
民
の
協
同
を

組
織
し
、
大
水
源
地
を
建
設
し
て
い
た
。

◆
『
武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』

　
　

２
０
１
４
年
～　

現
在
39
公
演

　

２
０
１
０
年
に
江
戸
史
見
直
し
の
た
め
、
地

元
小
金
井
で
「
川
崎
平
右
衛
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
発
足
。
５
年
間
、武
蔵
野
新
田
の
開
発
を
担
っ

た
川
崎
平
右
衛
門
の
研
究
を
つ
づ
け
、
思
い
が

け
な
い
大
舞
台
と
し
て
実
現
し
た
。

　

そ
の
時
そ
の
時
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き
た
が
、
ま
さ
に
試
行

錯
誤
の
20
年
で
あ
る
。
こ
の
先
さ
ら
に
ど
ん
な

道
を
歩
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

『武蔵野の歌が聞こえる』　宝永大地震と富士山噴火で打ちの
めされた時代の農民と、そのリーダー川崎平右衛門を描く。

『熱い風』　病に倒れた左右田一平さん（左から 2 人目）を囲
んで、1990 年版『熱い風』を朗読構成劇にリメイク。

『わすれものはありませんか』　介護タク
シー運転手の浦島君は福祉支援を拒否する
恩師の芳子先生と再会する。現場から見た
福祉問題の現実。（作：武本英之） 

『ユーモレスク』 小劇場最初の作品。ドボル
ザークの名曲「ユーモレスク」の流れる舞台。
気弱で失敗つづきの娘が、廃業して街を去
る靴職人のおじさんとの出逢いで立ち直る。

『出会いの街』　自営の零細工場が倒産
し、父は蒸発。介護していた祖母も亡く
なり、娘は NGO としてカンボジアへ旅
立つ日、街のカフェで偶然父と再会する。 
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
座

　

２
０
１
７
年
度
活
動
報
告

　

財
政
状
況

　

左
の
表
は
東
京
都
に
提
出
し
た
「
活
動
計
算

書
」
で
す
。

　

２
０
１
７
年
度
は
１
０
５
万
３
１
３
８
円
の

黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
黒
字
に
な
っ
た
理
由
は
、

毎
年
少
し
ず
つ
進
め
て
き
た
会
館
の
修
繕
や
照

明
機
材
等
の
入
れ
替
え
を
、
今
年
は
一
年
先
延

ば
し
に
し
た
た
め
で
す
。

　

収
入
で
は
何
よ
り
会
員
の
皆
様
の
会
費
と
寄

付
で
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約
３
３
０
人

の
方
が
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
会
費
と
寄
付
金
は

１
７
７
万
７
千
円
に
な
り
、
現
代
座
の
基
本
的

な
活
動
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
よ
く
質
問
さ
れ
る
人
件
費
に
つ
い
て

　

地
下
ホ
ー
ル
、
談
話
室
、
多
目
的
会
議
室
、

３
Ｆ
小
ホ
ー
ル
を
運
営
す
る
の
は
大
変
で
す

が
、
常
駐
管
理
職
員
を
置
か
ず
、
す
べ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
運
営
し
て
い

る
た
め
、
や
っ
と
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
報
告

①
地
域
劇
場
づ
く
り
支
援
事
業

　

現
代
座
会
館
を
地
域
の
方
々
や
創
造
活
動
を

す
る
方
々
に
活
用
し
て
も
ら
う
事
業
で
す
。

◆
定
例
活
用

　

毎
週
行
っ
て
い
る
の
は
「
小
金
井
熟
年
会
」

の
集
ま
り
、
障
が
い
児
の
放
課
後
預
か
り
事
業

「
バ
ン
ビ
ー
ノ
」、
通
信
制
大
学
生
支
援
の
「
教

育
文
化
経
営
学
院
」
と
「
教
育
文
庫
」
で
す
。

　

毎
月
一
度
地
域
の
お
年
寄
り
が
集
ま
る
「
緑

町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
が
行
わ
れ
て
い
る
の
と
、

緑
町
第
二
町
会
は
役
員
会
や
総
会
に
も
使
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
地
下
ホ
ー
ル
と
３
Ｆ
小
ホ
ー
ル

　

ホ
ー
ル
公
演
８
団
体
、
３
Ｆ
公
演
４
団
体
、

稽
古
な
ど
11
団
体
で
し
た
。

　

一
緒
に
会
館
の
運
営
を
考
え
て
く
れ
る
「
希

望
舞
台
」
を
は
じ
め
と
し
て
、「
燐
光
群
」「
ク

ロ
ジ
」「
ふ
る
き
ゃ
ら
」
な
ど
い
く
つ
も
の
劇

団
が
毎
年
稽
古
に
使
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
津
田
さ
ん
ご
夫
妻
の
生
徒
の
発
表
会

「
リ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
今
年
度
も
３
回
行

わ
れ
ま
し
た
。
３
階
の
朗
読
公
演
と
ホ
ー
ル
で

の
芝
居
を
交
互
に
続
け
て
い
る
「
り
ん
ど
う
の

会
」
は
今
年
度
も
２
回
の
公
演
と
１
回
の
試
演

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
の
公
演
は
今
年
度
は
新
し
い
団
体

が
多
く
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
様
々
な
年
代

の
創
造
集
団
が
公
演
の
場
と
し
て
活
用
し
て
く

れ
ま
し
た
。

②
制
作
上
演
事
業

◆
合
唱
構
成
劇
『
武
蔵
野
の
歌
が
聞
こ
え
る
』

　

４
年
目
の
公
演
は
「
川
崎
平
右
衛
門
没
後

２
５
０
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
平
右

衛
門
が
生
ま
れ
た
府
中
市
の
行
事
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
５
月
20
日
、
21
日
の
２
日
間
で
３

ス
テ
ー
ジ
の
公
演
で
し
た
。

　

こ
の
公
演
を
契
機
に
「
川
崎
平
右
衛
門
研
究

会
・
顕
彰
会
」
が
発
足
し
、
11
月
に
は
府
中
市

郷
土
の
森
博
物
館
で
第
１
回
の
研
究
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

◆
学
童
保
育
支
援
の
上
演

　

東
京
学
芸
大
学
の
学
童
保
育
「
森
の
子
ど
も

教
室
」
で
は
子
ど
も
達
が
地
域
の
歴
史
を
演
じ

る
試
み
が
行
わ
れ
、
現
代
座
も
協
力
し
て
子
ど

も
達
に
よ
る
「
へ
ー
え
も
ん
の
も
の
が
た
り
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
現
代
座
か
ら
は
６
人
の

俳
優
・
ス
タ
ッ
フ
で
教
室
を
照
明
・
幕
を
使
っ

て
本
格
的
な
劇
場
に
し
あ
げ
、
劇
場
の
楽
し
さ

を
体
験
し
て
貰
い
ま
し
た
。

◆
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
座
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
劇
場
』

　

昨
年
始
め
た
３
階
小
ホ
ー
ル
で
の
「
バ
ラ
エ

テ
ィ
劇
場
」
は
今
年
度
は
新
春
の
公
演
と
し
て

１
月
12
～
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

③
セ
ミ
ナ
ー
事
業

◆
『
遠
い
空
の
下
の
故
郷

　
　
　

～
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
生
き
て
～
』

　

２
回
の
上
演
が
実
現
し
ま
し
た
。
小
金
井
市

で
は
昨
年
に
引
き
続
き
緑
中
学
校
の
卒
業
記
念

講
演
会
。
そ
し
て
長
野
県
で
は
大
町
市
「
人
権

を
考
え
る
市
民
の
集
い
」
で
中
学
生
と
市
民
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
『
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
雑
談
会
』

　

今
年
度
は
木
村
快
と
木
下
美
智
子
が
東
京
に

い
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
１
回
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
『
誰
で
も
で
き
る
朗
読
教
室
』
第
４
期

　

長
谷
川
葉
月
さ
ん
が
講
師
の
初
心
者
向
け
朗

読
教
室
は
、
基
礎
訓
練
を
丁
寧
に
し
な
が
ら
、

半
年
間
で
発
表
会
ま
で
や
る
12
回
の
講
座
で

す
。
今
年
度
の
４
期
か
ら
昼
の
ク
ラ
ス
だ
け
で

な
く
夜
の
ク
ラ
ス
も
始
め
ま
し
た
。
発
表
会
は

合
同
で
行
い
ま
し
た
。
５
期
の
教
室
も
始
ま
り

ま
し
た
。

④
そ
の
他

◆
現
代
座
会
館
の
整
備
に
つ
い
て

　

昨
年
ま
で
に
地
下
ホ
ー
ル
の
照
明
調
光
器
と

照
明
卓
の
取
替
工
事
、
全
館
配
線
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
音
響
機
材
や
照
明
器

具
の
整
備
を
進
め
る
予
定
で
し
た
が
、
予
算
の

関
係
で
来
年
度
以
降
に
先
延
ば
し
し
ま
し
た
。



(5)                          　ＮＰＯ現代座レポート　№ 74

2017年度　　活動計算書
2017年3月1日から　2018年2月28日まで

特定非営利活動法人　NPO現代座
(単位:円)

科　　　目 金　　　　　　額
　Ⅰ　経常収益

１　受取会費 1,533,000
２　受取寄付金 244,000
３　受取助成金等

公共団体補助金 0
民間助成金 0 0

４　事業収益
①地域劇場づくり支援事業収益 3,866,700
②制作上演事業収益 5,032,000
③セミナー事業収益 415,000
④国際協力事業収益 0
⑤まちづくり事業収益 3,000
⑥子ども健全育成事業収益 0
⑦会報発行事業収益 0 9,316,700

５　その他収益
受取利息 11
雑収益 138,500 138,511

　　　経常収益　計 11,232,211

　Ⅱ　経常費用
１ 事業費
⑴人件費
給料手当 715,750

⑵その他経費
制作・準備費 6,000
創造・上演費 4,463,053
交通・通信費 44,587
資料・印刷費 9,976
消耗品費 206,027
会報・ＨＰ経費 775,414
その他経費　計 5,505,057

　事業費　計 6,220,807
２　管理費
⑴人件費
給料手当 541,144

⑵その他経費
通信運搬費 468,113
消耗品費 229,630
ＯＡ経費 350,371
雑費 185,301
光熱水道費 913,707
租税公課 70,000
家賃 1,200,000
その他経費　計 3,417,122

　管理費　計 3,958,266

　　　経常費用　計 10,179,073
当期正味財産増減額 1,053,138

前期繰越正味財産額 44,218
次期繰越正味財産額 1,097,356

当期において､その他事業は実施していません。
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４
月
25
日
（
水
）
に
「
誰
で
も
で
き
る
朗
読
教
室
」
の
５
期

生
発
表
会
が
現
代
座
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。
月

２
回
で
６
ヶ
月
間
の
全
12
回
の
講
座
を
受
講
し
た
生
徒
11
人
が

一
人
ず
つ
舞
台
に
上
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
10
分
～
15
分
ほ
ど
の

朗
読
を
披
露
し
ま
し
た
。
発
表
会
の
た
び
に
思
う
こ
と
で
す
が
、

「
会
場
一
杯
の
お
客
様
を
前
に
、
た
っ
た
一
人
き
り
で
舞
台
に

出
て
行
っ
て
、
照
明
の
当
た
る
な
か
で
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

も
落
ち
着
い
て
堂
々
と
朗
読
で
き
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
受
講
生

の
度
胸
の
良
さ
に
感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。
後
で
本
人
に
聞
く

と
、
緊
張
し
て
手
が
震
え
た
と
か
、
胸
の
ド
キ
ド
キ
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
と
か
言
っ
て
い
ま
す
が
、
素
振
り
に
も
見
せ
な
い
と

こ
ろ
は
、
皆
さ
ん
、
な
か
な
か
の
役
者
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
こ
の
講
座
を
始
め
た
の
は
約
２
年
半
前
の
２
０

１
５
年
10
月
。
講
座
期
間
を
６
ヶ
月
に
す
る
か
１
年
間
に
す
る

か
は
迷
い
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
現
代
座
会
館

と
い
う
恵
ま
れ
た
場
所

が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

講
座
の
最
後
に
照
明
付

き
の
朗
読
発
表
会
を
す

る
こ
と
だ
け
は
当
初
か

ら
決
め
て
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
朗
読
は
人
に

語
る
も
の
で
す
し
、
発

表
会
を
経
験
す
る
こ
と

は
、
大
き
な
成
長
に
繋

が
る
か
ら
で
す
。

　

小
金
井
で
朗
読
に
興

味
が
あ
る
人
は
ど
れ
く

ら
い
い
る
の
か
不
安
で

し
た
が
、
最
初
に
隔
週

水
曜
日
の
昼
ク
ラ
ス
を

開
講
し
ま
し
た
。
５
人

も
集
ま
れ
ば
充
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
代
座
レ
ポ
ー
ト
で
の
告
知
や
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
、
体
験
講

座
実
施
の
お
か
げ
で
、
定
員
10
名
の
と
こ
ろ
を
第
１
期
は
９
名

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
第

２
期
と
第
３
期
は
ど
ち
ら
も
定
員
一
杯
の
10
名
で
有
り
難
い
限

り
で
し
た
が
、
問
題
が
起
こ
り
ま
し
た
。
時
間
で
す
。
人
数
が

増
え
る
と
一
人
ひ
と
り
の
朗
読
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
た
い
私
に
と
っ
て

10
名
は
少
し
欲
張
り
な
人
数
で
し
た
。
そ
こ
で
、
第
４
期
か
ら

は
定
員
を
８
名
に
減
ら
し
て
、
そ
の
代
わ
り
、
同
じ
内
容
の
夜

ク
ラ
ス
を
開
講
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
時
間
に
追
わ
れ
る
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
昼
ク
ラ
ス
が
人
気
で
、

６
月
か
ら
始
ま
る
第
６
期
も
定
員
に
達
し
て
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

と
い
う
状
況
で
す
。
い
ま
現
在
は
ク
ラ
ス
を
増
や
す
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
、
新
し
い
枠
組
み
の
講
座
な
ど
も

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
朗
読
」
に
は
、
ま
ず
新
し
い
物
語
と
出
会
う
楽
し
さ
が
あ
り
、

そ
し
て
、
単
純
に
、
声
を
出
す
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
や

安
心
し
て
大
声
を
出
す
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
１
期
か
ら

ず
っ
と
継
続
受
講
し
て
い
る
人
た
ち
に
よ
る
と
、
毎
回
の
発
声

訓
練
が
こ
の
教
室
の
魅
力
の
一
つ
な
の
だ
そ
う
で
す
。
で
も
、

読
書
の
と
き
と
違
っ
て
、
声
に
出
し
て
読
ん
だ
途
端
に
物
語
の

世
界
に
入
り
込
め
な
く
な
る
自
分
に
戸
惑
っ
た
り
、
口
が
回
ら

な
い
こ
と
に
唖
然
と
し
た
り
、
自
分
の
癖
に
落
ち
込
ん
だ
り
も

し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
何
回
も
繰
り
返
し
読
ん
で
い
く
う
ち
に

は
作
者
の
意
図
や
作
品
の
奥
深
さ
も
理
解
し
は
じ
め
、
誰
も
が

自
然
と
第
一
声
か
ら
物
語
の
世
界
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。
自
身
の
朗
読
で
、
聞
い
て
い
る
人
に
感
動
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
朗
読
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
座
誰
で
も
で
き
る
朗
読
教
室

講
師　

長
谷
川
葉
月

（後列左より）石川秀樹、西山かず子、環笑子、木谷道宣、木村サチ子、古明地節子、手塚修
（前列左より）井上尚子、高嶋悦代、長谷川葉月（講師）、下向道江、今井治江

 　 ５期生発表会 プログラム   朗読・作品・作者
高嶋悦代　　　「葉桜と魔笛」　太宰治
下向道江　　　「ぼうさまの木」　松谷みよ子
木村サチ子　　「ぼくもいくさに征くのだけれど ー竹内浩三の詩と死ー」　稲泉連
手塚修　　　　「洋食セーヌ軒」　神吉拓郎
古明地節子／木谷道宣／今井治江
　　　　　　　「花匂う」　山本周五郎
西山かず子　　「愛のサーカス」『まひるの月を追いかけて』より　恩田陸
環笑子　　　　「恐ろしき四月馬鹿」　横溝正史
石川秀樹　　　「胡桃のような」　沢木耕太郎
井上尚子　　　「おぼろ月」　藤沢周平
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現
代
座
会
館　

2
月
～
4
月　

活
動
日
誌

2
月
4
日
「
現
代
座
レ
ポ
ー
ト
73
号
」
発
送
作
業

　
　

20
日　

森
武
麿
氏
、
名
村
優
子
氏
ブ
ラ
ジ
ル
資
料
整
理
に
来
訪

　
　

22
日　

蔦
屋
氏
「
快
塾
」
開
催

　
　

25
日　

現
代
座
創
造
グ
ル
ー
プ
会
議

　
　

26
日　

協
同
総
研
・
相
良
孝
雄
氏
来
訪

4
月
1
日　

N
P
O
現
代
座
第
17
回
総
会

　
　

毎
月
第
３
木
曜
日
「
緑
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

【
現
代
座
ホ
ー
ル
】

2
月
1
～
18
日　

り
ん
ど
う
の
会「
人
は
な
ん
で
生
き
る
か
」稽
古
と
公
演

３
月
３
日　

目
黒
陽
介
・
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
撮
影　

　
　

17
～
25
日　

ふ
る
き
ゃ
ら
「
瓶
ヶ
森
の
河
童
」
稽
古

　
　

27
～
４
月
10
日　

劇
団
希
望
舞
台
「
釈
迦
内
柩
唄
」
稽
古 

4
月
11
～
12
日　

ふ
る
き
ゃ
ら
「
稲
ム
ラ
の
火
」
稽
古

　
　

28
～
30
日　

演
劇
サ
ー
ク
ル
夢
さ
し
の「
コ
メ・コ
メ・コ
メ
デ
ィ
」公
演

　
　

 

【
三
階
小
ホ
ー
ル
】

２
月
17.
23
日　

ス
タ
ジ
オ
・
ポ
ラ
ー
ノ
稽
古　

３
月
3.
10
～
18
日　

B
O
N
B
O
N
組
「
表
札
職
人
」
公
演

　
　

22
～
25
日　

劇
団
希
望
舞
台
「
釈
迦
内
柩
唄
」
稽
古

4
月
25
日　

朗
読
教
室
5
期
生
発
表
会

　
　

隔
水
曜
日　
　
　

朗
読
教
室

　
　

毎
火
・
金
曜
日　

ヨ
ガ
教
室　

【
定
期
使
用　

二
階
サ
ロ
ン
】

　
　

毎
日
曜
日　

教
育
文
化
経
営
学
院
（
学
生
支
援
）

　
　

毎
月
曜
日　

子
ど
も
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ビ
ー
ノ

　
　

毎
水
曜
日　

熟
年
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル

　
　

隔
木
曜
日　

i
p
a
d
熟
年
講
座

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

バ
ン
ビ
ー
ノ　

世
話
役
代
表　

馬
場 

利
明　

  

今
年
の
４
月
に
多
く
の
利
用
者
が
通
っ
て
い
る
小
金
井
特
別

支
援
学
校
の
改
築
も
終
わ
り
、
西
国
分
寺
市
の
仮
校
舎
か
ら
、

よ
う
や
く
小
金
井
市
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
事
業
者
が
少
な
か
っ
た
障
が
い
児
の
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
も
、
こ
の
６
年
間
の
う
ち
に
少
し
ず
つ
で
す
が

増
え
、障
が
い
児
を
取
り
巻
く
制
度
的
な
環
境
は
随
分
良
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

  

反
面
、「
相
模
原
障
が
い
者
施
設
殺
傷
事
件
」
が
起
こ
る
な
ど
、

障
が
い
者
理
解
が
進
ん
だ
と
い
う
実
感
が
も
て
な
い
現
実
も
あ

り
ま
す
。

  

理
解
あ
る
現
代
座
さ
ん
で
の
活
動
は
、
あ
と
わ
ず
か
に
な
り

ま
し
た
。

  

卒
業
生
を
含

め
み
ん
な
が
、

「
ち
ょ
っ
と
昭
和

チ
ッ
ク
な
会
館
」

を
少
し
で
も
憶

え
て
く
れ
て
い

た
ら
、
私
も
う

れ
し
い
し
な
ぁ
。

そ
し
て
、
現
代

座
会
館
、
現
代

座
に
関
わ
っ
て

い
る
皆
さ
ん
。

個
性
的
な
み
ん

な
を
迎
え
て
い

た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
現
代
座
さ
ん

の
２
階
を
お
借
り
し
て
、
バ
ン
ビ
ー
ノ

と
い
う
名
前
で
、
障
が
い
児
の
放
課
後

預
か
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

今
回
、
原
稿
の
依
頼
を
頂
い
た
の
は
、
現
代
座
さ
ん
の
利
用

が
終
了
予
定
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
思
い
出
な
ど
書
い
て
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
で
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

  

実
は
、
２
学
期
か
ら
母
体
で
あ
る
「
小
金
井
市
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
」（
知
的
障
が
い
者
の
親
の
会
）
の
事
務
所
移
転
に
伴
い
、

バ
ン
ビ
ー
ノ
活
動
も
そ
ち
ら
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

  

ま
ず
は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
後
だ
け
で
す
が
、
も
う
６
年
以

上
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

  

２
階
の
ト
イ
レ
を
水
浸
し
に
し
て
裸
で
歩
き
回
っ
た
り
、
炊

事
場
へ
の
扉
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、
利
用
者
が
大
き
な
声
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
で
す
が
、
現
代
座
に
関
わ
っ
て
い
る
多
く
の
方
々
に
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
現
代
座
さ
ん
に
出
入
り
さ
れ
て

い
る
方
は
、
も
っ
と
個
性
的
な
方
が
多
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
て
い
て
も
驚
か
な
い
？
）。

  

部
屋
の
移
り
変
わ
り
で
は
、
外
壁
が
落
ち
、
い
き
な
り
パ
イ

プ
の
足
場
が
組
ま
れ
て
い
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
フ
ロ
ア
ー
を

ク
ッ
シ
ョ
ン
張
り
に
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
エ
ア
コ
ン
も
新
し

く
な
っ
た
り
と
、で
も
利
用
料
は
同
じ
で
、大
変
助
か
り
ま
し
た
。
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　「遠い空の下の故郷
～ハンセン病療養所に生きて～」

　

　　

アラフォー＆アラフィフ
運動不足さんのためのヨガ 教室

●年間４回発行の活動レポートをお送りします。
●会員による企画行事をお知らせします。
●お申し出があれば、上演舞台の録画ＤＶＤをお送りします。

★年会費（現代座レポート購読料を含む）
一般会員 3,000 円 
協賛会員 　　10,000 円（１口以上） 
郵便振替口座番号   00110-7-703151　ＮＰＯ現代座

ＮＰＯ現代座の会員になってください

5 月19 日（土）
　足・脚 
6 月16 日（土）
　腰痛対策と体幹 
7 月 21 日（土）
　肩甲骨を動かす 
各回 13:00 ～ 15:00 
現代座会館３階 
参加費：各 2000 円 
各回テーマは有りますが、
毎回全身を動かしますので
一回から参加できます。

要予約 

毎週火曜日
14:00 ～ 15:00

「椅子に座ってできるヨガ」が「整形外科ヨガ」にな
りました。 

『整形外科ヨガ』とは、現役の整形外科医が監修した
ヨガ です。医療エビデンス（証拠データ）に基づき
運動器に効率的、効果的にアプローチするヨガです。
参加費は変わらず、1 回 1000 円です。予約不要

お　知　ら　せ TEL 042-381-5165
FAX 042-381-6987

日　時：６月 14 日（木）14:00 ～ 15:30
会　場：大町第一中学校体育館
参加費：無料
主　催：大町市「人権を考える市民の集い」
連絡先：大町市教育委員会生涯学習課
　　　　人権教育担当 0261-22-0420　内線623

日　時：５月 19 日（土）14:00 ～ 16:00
会　場：長野合唱団ホール（長野市鶴賀緑町）
参加費：1000 円
主　催：「遠い空の下の故郷」実行委員会
連絡先：常田　080-1052-6127

　「りんどうの会」公演
　　 『心理試験』　江戸川乱歩原作

日　時 ：５月２５日（金）  19:00
　　　　　　２６日（土）15:00 / 19:00
　　　　　　２７日（日）15:00
会　場 ：現代座 3F 小ホール
参加費 ：一　　　般　2500 円
　　　　高校生以下　1500 円

予約、お問合せ
facebook： http://www.facebook.com/hteater.rindou
メール ：theater.rindou@beach.ocn.ne.jp
 ：sugiyamakikaku@vesta.ocn.ne.jp
電話・FAX：03-6657-7027 

整形外科ヨガ 教室


